
2026年度（令和8年度）保育所における自己評価
清泉ひかり愛育園　（清泉愛育園グループ）

今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に活かせるような内容で評価します。
評価方法：
（１）全職員へのアンケート実施
（２）アンケート集計をもとに自己評価委員会にて議論及び評価の決定
評価について：
A（大変良い）、B（良い）、C（一部検討を要する）、D（改善を要する）の４段階で評価します。
項目ごとに、意見・改善策を記述します。

内容

8月評価

意見・対策

3月評価

意見・対策A B C D A B C D

保育内容に関する評価

１

保育所の職員らが、すべて
の子どもについて、一人一
人の存在とその人権を尊重
していますか？ 〇

子ども一人ひとりには寄り添って保
育を行っている。
新年度の前期の新体制の為、このよ
うに評価する。

２

保育所の職員らが、子ど
もたちに身体的な苦痛を
与えたり、人権をはずか
しめたりするなど、精神
的苦痛を与えることがな
いようにしていますか？ 〇

常に子どもたちの人権尊重を念頭に
置き、今後も職員間での日々の言葉
掛けや関わり方を振り返り、適切な
保育の徹底に心掛けていきたい。

３

不適切保育（園内で行わ
れる心身における虐待な
ど）が行われないよう、
適切な保育が実施できて
いますか？ 〇

何が不適切保育（言葉の暴力、威圧
的な態度、子どもの尊厳を傷つける
行為など）に該当するのか、職員間
で共通理解を図るための研修や啓発
が定期的に行われている。

４

個人情報の保護に配慮
し、園児やその家庭につ
いての秘密を正当な理由
なく漏らすことがないよ
うにしていますか？ 〇

園として個人情報保護に関する規定
やマニュアルが策定されており、遵
守している為。

５

保育所保育指針を読み、
参考にして指導計画を作
成していますか？ 〇

書式や形式としての指導計画（年間・
月案・週案など）は作成・提出されてい
るものの、職員間で実践の質にばらつ
きがある。

６

清泉愛育園の方針を理解
し、各園の保育計画をも
とに指導計画を作成して
いますか？ 〇

園の方針を理解し指導計画の作成に
反映されつつある。

７

各クラスにおいて、月・
週・日案などには、子ど
もの意欲を誘うものにも
のにできていますか？ 〇

子どもたちの興味や関心、日々の姿
に応じて柔軟に保育ができている。

８

実施した保育について
（複数担任の場合は共同
して）、職員自ら保育を
評価・反省・次の指導計
画にいかせていますか？ 〇

反映されている部分もあるが、活動
によっては反省点や改善点が見つ
かっても具体的に月の計画へ活かさ
れていない部分がある。

特別な配慮及び健康管理

９

園児たちの発育・発達状
況を把握し、職員全体で
情報共有することで、日
常の保育にいかせていま
すか？ 〇

保育だけに留まらず、各部門・業種
での会議やカンファレンスの実行を
目指す。

１０

食物アレルギーなどの子ど
もに対して、医師の指導のも
と適切な対応をしています
か？ 〇

前年度より共通認識が深まり、制度
や仕組みが定着化してきている。

１１

日頃から問題の早期発見を
心がけ、虐待や家庭内の問
題が疑われる場合は、園長
や主任、専門機関と連携を
とりながら適切に対応してい
ますか？ 〇

引き続き園全体で連携を図り、適切
に対応している。

１２

特別な配慮がいる園児に対
して、園内で情報共有をし、
専門機関と連携を取りなが
ら対象園児への理解を深め
るような取り組みをしていま
すか？ 〇

11同様

１３

園内の感染症対策、急な
怪我などの対応を職員ら
が理解し、実践できてい
ますか？ 〇

共通認識として適切かつ迅速な対応
が身についている。



清泉愛育園グループの保育

１４

清泉愛育園グループの保育
理念・各園の保育目標を理
解し、実現できるような保育
計画を立てていますか？ 〇

グループ園として共通の認識を持ち
保育を計画している。特に園行事で
は具体的な共通項もあり、保育を
行っている。

１５

子どもたちの自己肯定感
を育む保育をしています
か？（自己肯定感を育む
工夫を保育計画に入れて
いますか？） 〇

適切な保育を行っているが、『自己
肯定感』に対する職員間での認識や
評価に差がある。

１６

園全体で「対話」を大切
にして、人との対話を楽
しむような保育や人の話
を最後まで聞けるような
指導をきちんと行ってい
ますか？ 〇

園全体として「子どもとの対話」の
充実が理想的だと認識はありながら
も、具体的にどのような関わりを指
すのか（ただ話を聞くことなのか、
思考を深める問いかけなのか等）が
言語化・共有されていない。

１７

体力づくりのための活動を
保育内容に取り入れていま
すか？ 〇

室内での活動であっても十分に体を
動かすことの出来る活動を計画した
り環境構成に工夫を加えたりしてい
る。

１８

園の食育方針を理解し、食
べ物を大切にする「共食」
「植食」を保育内容に取り入
れていますか？ 〇

植育・食育に関しては夏野菜の栽培
を通して、世話をしたり収穫した野
菜を給食で口にしたり出来るよう活
動に取り入れている。

１９

体力づくりのための活動を
保育内容に取り入れていま
すか？

経営・組織運営

２０
能率的・合理的な運営組
織になっているか？ 〇

組織の指揮命令や、各役職・担当
（分掌）の役割・責任範囲が明確に
文書化（組織図や業務分掌規程な
ど）されている。

２１
職員の配置、係の分担など
は適材・適所か？ 〇

来年度の分掌表作成の際、クラス配
置・人数等を考慮して分担を決めて
いく。

２２
各種会計を適正かつ適切
に処理しているか？ 〇

「会計規程」「経理規程」等のルー
ルがしっかりと整備され、実働して
いる。

２３

定期的に個人面談が行わ
れ、人事評価が適切に行
われているか？ 〇

計画はしているものの、次回の面談
までに進捗確認やフォローアップを
行う仕組みが機能していない。

２４

職員の自己評価がきちん
とできるよう、サポート
がなされているか？ 〇

職員が客観的な視点を持って自己評
価を行えるよう、上司が日頃から具体
的な事実に基づいてアドバイスをした
り、振り返りのヒントを与えたりする「伴
走型の関わり」が不足している点。

２５

自己評価の内容が保育の
質向上に反映されている
か？ 〇

職員が客観的な視点を持って自己評
価を行えるよう、担当者が日頃から
具体的な事実に基づいてアドバイス
をしたり、振り返りにまだ課題があ
る。

２６

保育所の自己評価のため
に、第三者（専門家・保
護者・地域住民）からの
フィードバックを受けて
いるか？ 〇

定期的に運営に関する保護者アン
ケートを行っている。
専門家・地域住民という部分では今
後の検討課題である。

２７
各種会議を適切かつ効率
的に進めているか？ 〇

各職種や担当に分けての会議の場を
増やしていく。

２８

職員それぞれが全体的な
立場を理解し、協力や助
言を惜しむことなく、施
設運営に関わっている
か？ 〇

全員が意見や提案を発言しやすい環
境を作っていく。

教育・研修制度

２９

保育内容を向上させるた
め、園内で保育研究・研修
がなされているか？ 〇

グループ園の合同研修でスピーチや
プレゼンテーション等の場を作り、
個人の保育研究を深めさせていく。

３０

研究・研修の計画、運営
は適切に行われている
か？ 〇

今年度から担当クラスでや持ち場で
の一年間の保育目標を決め、園内研
修等で振り返る取り組みを行い始め
た。

３１

研究・研修の成果を日常
の保育内容にいかせてい
るか？ 〇

30同様で今年度実施し始めている
為、達成しつつある。

３２

外部研修会・講演会など
への参加を積極的に図っ
ているか？ 〇

３１同様

３３

外部研修会・講演会などに
参加した場合、内容を園内
に還元しているか？ 〇

３１同様

３４

園児や保護者に関する
「個人情報」を適切に取
り扱っているか？ 〇

３１同様

情報・設備・施設管理

３５

公文書収受・発送・処理
を適切に行なっている
か？ 〇

書類を適切に処理し、また組織全体
の透明性、効率性、および法令遵守
（コンプライアンス）も常時維持さ
れている。

３６

パソコンやタブレット
（各種システムやコドモ
ン）はパスワード設定を
し、利用しない時は施錠
管理できる場所に保管し
ているか？ 〇

個人情報と危機管理の観点から園内
の規定のルールが組織全体でしっか
りと遵守されている。またタブレッ
トやパソコン等、各種システム全て
において、パスワードが設定されて
いる。



３７

施設内外の設備の安全点
検を計画的に行なってい
るか？ 〇

施設内（電気・空調・施錠等）だけ
でなく、外構や植栽、外壁、防災設
備など施設「外」も含めた網羅的な
チェックリストが整備され、確認が
ルーティーン化している。

３８

遊具・用具などを活用し
やすいように整理・保管
しているか？ 〇

棚やボックス、ロッカーなどに写真
で分かりやすいラベル表示し、整理
整頓しやすい環境を作っている。

３９
不審者などに対応する周到
な配慮を行なっているか？ 〇

年間2回の不審者訓練に加え、園内
研修での不審者対応への職員訓練も
行っている。ただ職員間で認識の深
まりや、捉え方の度合いに差異が生
じている為、擦り合わせが必要。

開かれた保育所づくり

４０

掲示板・掲示場所などを
適切かつ効果的に活用し
ているか？ 〇

園内の各場所（玄関・クラス前・事
務所前など）に連絡事項等を掲示し
ている。

４１

他施設との年間交流計画は
保育目標や課題に沿ったも
のになっているか？ 〇

グループ園間で9月に保育士の交流
保育を計画中。また、小学校との連
携に向けて、架け橋プロジェクトも
計画として引き続き行っている。

４２

他の施設の職員同士が、
研修や交流の機会を持っ
て、互いの保育・教育に
対して理解を深め相互に
アドバイスできるような
関係を構築できている
か？ 〇

クラス担任が日常的に行うことは難
しいが研修時また職種によっては情
報交換等の交流を持つことが出来
る。
9月にはグループ園として保育士の
交流保育を実施予定。

４３

他の施設と日常的に情報交
換をし、それを交流活動に
生かしているか？ 〇

42同様

４４
保育参観日を設定している
か？ 〇

年間2回計画し、実施している。

４５
保護者を含む地域の人材活
用をしているか？ 〇

園行事等でもっと交流を持てるよう
にと相談はしているが実施出来てお
らず。

４６

地域の行事に積極的に参加
し、地域の文化や生活に触
れているか？ 〇

津まつりでのよさこい参加や丸ノ内
商店街の七夕飾り製作等で参加して
いる。

４７

地域の子育て支援センター
として、園の開放をしている
か？ 〇

支援センターとしては開所していな
い。

４８

地域に住む子ども同士、あ
るいは親子が一緒に遊ぶこ
とができるような場の設定を
行えているか？ 〇

子育て支援事業として園庭開放等を
計画し、実施していく。

４９

職員による「子育て相
談」や保護者を対象にし
た学習の機会を設定でき
ているか？ 〇

年間2回、保護者懇談会を行い園で
の様子や成長の姿を伝えたり育児相
談を行ったりしている。
学習の場を行事等として設けてはい
ないが、各お便りで色々な情報を発
信している。

５０

医療機関・児童相談所な
どの専門機関と連携をと
り、保護者にとって必要
な情報を提供できている
か？ 〇

医療機関（小児科）、児童相談所、
発達支援センター、保健センターな
ど、様々な専門機関と定期的かつ継
続的な連絡・連携体制が確立してい
る。

５１

保育所の情報を発信してい
るか？（お便り・ホームペー
ジ・SNSなど） 〇

園の理念、保育方針、年間行事、
日々の活動内容などが、ホームペー
ジやSNS、パンフレットなどを通じ
て、保護者や地域住民に分かりやす
く開示されている。

外部評価

５２
第三者評価を導入し、施設
運営に反映しているか？ 〇

今後実施予定。

５３

地域や保護者の意見を施
設運営に反映している
か？ 〇

反映できるよう努めている。


